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測定例  ～ Measurement data ～

蛍光指紋を用いたマテリアルズ・インフォマティクスへのアプローチ
Approach to Materials Informatics using Fluorescent Fingerprints

EEM® Masters ～Fluorescence Fingerprint (FFP) Analysis system～

様々な合成条件から得られた蛍光指紋のパターンから
新規材料の探索や最適条件構築への応用が期待されています。

測定用途に応じたシステム構成により、話題の蛍光指紋を簡便に測定することができます。

高感度・長寿命光源を有したF-7100形分光蛍光光度計をベースとしたシステムです。

EEMアシストソフトウェアと3D SpectAlyze®が蛍光指紋データの多変量解析をサポートします。

液体試料および粉末試料の設置が可能
最大96検体（条件）のサンプルの自動測定が可能
新規ラインナップのサンプルカップ使用により、
微量粉末試料（約50 µL）の測定が可能

Fluorescence Fingerprint (FFP) can be applied for discriminant analysis such as various pattern of chemical reaction method.

This system can measure easily FFP because of specific system.

This system is based on F-7100 that is both high sensitivity and long life light source.

EEM assist supports the multivariate analysis for FFP data.

蛍光指紋のスペクトル形状だけでは、サンプル間の違いを判断することは難しいですが、
多変量解析（主成分分析）することで、最適な合成条件を判断することが容易になります。

※ 1 「EEM」は、株式会社日立ハイテクサイエンスの日本における登録商標です。 
※ 2 “3D SpectAlyze”、“スリーディー スペクタライズ”は株式会社ダイナコムの登録商標です。

EEM® Multi System

マイクロプレート対応多検体自動判別専用機
Automatic discrimination system with micro plate

FFP : Fluorescence fingerprint

サンプル設定画面

異なる合成条件における蛍光体の
蛍光指紋一例

蛍光指紋の多変量解析結果
（主成分分析による合成条件の比較）

マテリアルズ・インフォマティクスへの応用 ～新規合成化合物の最適条件検討～
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